
令和６年度病害虫発生予察情報 

発生予報第３号 

 

令 和 ６ 年 ６ 月 2 6 日 

発表：福島県病害虫防除所 

１ 普通作物 

作物名 病害虫名 地方 
発生 

時期 
発生量 予報の根拠 防除上注意すべき事項 

水 稲 いもち病 

（葉いもち） 

全 域 平年並 平年並 天候予報（６月 20 日発表１か月

予報）によると、向こう１か月の

気温は高く、平年と同様に曇りや

雨の日が多いと予想されている

（±）。 

発生の早期発見、早期防除に努

める。特に多肥田では発生しやす

いため、注意する。 

置苗は、葉いもちの発生源とな

るため、水田内に放置せず適切に

処分する。 

紋枯病 全 域 平年並 平年並 昨年の発生は少なかった（－）。 

天候予報によると、向こう１か

月の気温は高いと予想されている

（＋）。 

窒素肥料の多用をさける。 

薬剤散布は、穂ばらみ期に実施

する。 

気温が高いと上位葉鞘への伸展

が早まるため、注意する。 

斑点米 

カメムシ類 

全 域 － やや多い ６月中下旬の畦畔での発生地点

割合は平年より高かった（＋）。 

天候予報によると、向こう１か

月の気温は高く、平年と同様に曇

りや雨の日が多いと予想されてい

る（±）。 

畦畔や水田周辺のイネ科雑草の

穂は斑点米カメムシ類の増殖源に

なるため、草刈りを励行し、イネ

の出穂 10 日前までに終了させる。 

注）予報の根拠の中で（＋）は多発要因、（－）は少発要因、（±）は平年並要因であることを示す。 

 

〇注意が必要な病害虫 

水 稲 ■イネドロオイムシ 

 同系統の育苗箱施用剤を連用すると防除効果が低下します。育苗箱施用剤を使用していても被害が目立つ場合、次

年度の薬剤の変更を検討してください。 

 

２ 果樹          

 

作物名 

 

 

病害虫名 

 

 

地方 

 

 

発生 

時期 

 

発生量 

 

 

予報の根拠 

 

 

防除上注意すべき事項 

 

リ ン ゴ 斑 点 落 葉

病 

全 域 － 平年並 ６月中旬の新梢葉での発生ほ場

割合は、平年並であった（±）。 

 

褐斑病 全 域 － やや多い ６月中旬の発生ほ場割合は、新

梢葉及び果そう葉ともに平年より

やや高かった（＋）。 

 梅雨期は二次感染を繰り返す

恐れがあるため、発生が認めら

れる園地では防除対策を徹底す

る。薬剤散布は降雨前の実施を

心がけ、散布間隔があきすぎな

いよう注意する（令和６年６月

29 日付け令和６年度病害虫防除

情報（リンゴ褐斑病）参照）。 



リ ン ゴ 黒星病 全 域 － 平年並 ６月中旬の新梢葉及び果実での

発生ほ場割合は、平年並であった

（±）。 

発病部位は見つけしだい除去

し、園外に持ち出すなど適切に

処分する。 

薬剤散布は降雨前の実施を心

がけ、散布間隔があきすぎない

よう注意する。 

キ ン モ ン

ホソガ 

全 域 － 平年並 ６月中旬の新梢葉被害の発生ほ

場割合は、平年並であった（±）。 

 

ア ブ ラ ム

シ類 

全 域 － やや少ない ６月中旬の新梢寄生の発生ほ場

割合は、平年よりやや低かった

（－）。 

 

ハダニ類 

 

全 域 － 平年並 ６月中旬の新梢葉寄生の発生ほ

場割合は、平年並であった（±）。 

要防除水準（１葉当たり雌成

虫１頭以上）に達した場合は、

殺ダニ剤を散布する。 

モ モ 灰星病 中通り － やや多い ６月中旬の発生ほ場割合は、平

年並（±）であったが、本年は花

腐れの発生が多かったため、本病

菌の密度が高まっている（＋）。 

現在早生種の重要防除期であ

るので、灰星病防除剤を散布す

る。本年は花腐れの発生が多か

ったため、降雨前の予防散布を

徹底する。 

せ ん 孔 細

菌病 

中通り － 平年並 ６月中旬の新梢葉の発生ほ場割

合は、平年並であった（±）。 

梅雨期は発病が急増するおそ

れがあるため、引き続き注意が

必要である。 

薬剤防除は、10 日間隔でせん

孔細菌病防除剤を使用する。そ

の際、早生種は収穫前日数に十

分注意する。 

罹病部位は見つけしだい除去

し、発生拡大が懸念される場合

は速やかに袋かけを行う。 

モ モ ハ モ

グリガ 

中通り 

 

－ 

 

平年並 ６月中旬の新梢葉被害の発生ほ

場割合は、平年並であった（±）。 

本種の発生には放任園や無防

除のハナモモ園が影響している

と考えられるため、こうした発

生源が近隣に存在する園地で

は、今後も発生に注意する。 

ア ブ ラ ム

シ類 

中通り － 平年並 ６月中旬の新梢寄生は、確認さ

れなかった（±）。 

 

ハダニ類 

 

中通り － 平年並 ６月中旬の新梢葉寄生の発生ほ

場割合は、平年並であった（±）。 

要防除水準（１葉当たり雌成

虫１頭以上）に達した場合は、

殺ダニ剤を散布する。 



ナ シ 黒星病 全 域 － やや多い ６月中旬の発生ほ場割合は、新

梢葉では平年より高く、果実では

平年よりやや高かった（＋）。 

本病に対する「幸水」果実の

感受性は満開後50～90日頃に高

まり、梅雨期と重なるため、今

後の感染拡大が懸念される。 

薬剤散布は降雨前の実施を心

がけ、散布間隔があきすぎない

よう注意する（令和６年６月 20

日付け令和６年度病害虫防除情

報（ナシ黒星病）参照）。 

ア ブ ラ ム

シ類 

全 域 － やや少ない ６月中旬の新梢葉寄生の発生ほ

場割合は平年よりやや低かった

（－）。 

 

ハダニ類 

 

全 域 － 平年並 ６月中旬の新梢葉寄生の発生ほ

場割合は平年並であった（±）。 

要防除水準（１葉当たり雌成

虫１頭以上）に達した場合は、

殺ダニ剤を散布する。 

果樹共通 カ メ ム シ

類 

全 域 － やや多い ６月中旬のナシ果実被害の発生

ほ場割合は平年よりやや高かった

（＋）。６月のフェロモントラッ

プの誘殺数が８地点中５地点で平

年より多い（６月 24 日現在）。 

フェロモントラップへの誘殺

が続いている地点があるので、

園地を観察し多数の飛来が見ら

れる場合は速やかに防除を行う

（令和６年６月６日付け令和６

年度病害虫防除情報（果樹カメ

ムシ類）参照）。 

 注）予報の根拠の中で（＋）は多発要因、（－）は少発要因、（±）は平年並要因であることを示す。 

 

〇注意が必要な病害虫 

 

３ 野菜・花き           

 

作物名 

 

 

病害虫名 

 

 

地方 

 

 

発生 

時期 

 

発生量 

 

 

予報の根拠 

 

 

防除上注意すべき事項 

 

夏秋トマ

ト（被覆

栽培） 

 

 

灰 色 か び

病 

全 域 

 

－ 平年並 

 

発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

 多湿条件で発生が多くなる

ので、換気を十分に行う。 

葉かび病 全 域 － 平年並 発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

多湿条件で発生が多くなる

ので、換気を十分に行う。 

リンゴ・モ

モ・ナシ等 

■ナシヒメシンクイ 

本種の第２世代以降はナシなどの果実に移行します。例年、ナシでの果実被害が多い地域では、近隣のモモ等にお

ける防除も徹底してください。なお、薬剤による防除を実施する場合には、使用基準を遵守してください。 

ブドウ ■晩腐病 

 幼果期の防除終了後速やかにカサ掛けを行ってください。カサは雨もりを防ぐように丁寧に行いましょう。また袋

かけ前の防除終了後は、速やかに袋掛けを行いましょう。 

リンゴ等 ■オオタバコガ 

 福島市のリンゴで本種による果実被害を確認しました。野菜・花きで発生が多く、フェロモントラップでの誘殺数

が多くなっているので、今後の発生動向に注意してください。 



夏秋トマ

ト（被覆

栽培） 

 

 

 

 

 

ア ブ ラ ム

シ類 

全 域 

 

 

－ 平年並 

 

 

発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

ほ場をよく観察し、発生が

多い場合は、速やかに防除を

実施する。 

ほ場の開口部をネット被覆

するように努める。 

コ ナ ジ ラ

ミ類 

全 域 

 

－ 平年並 

 

発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

ほ場をよく観察し、発生が

多い場合は、速やかに防除を

実施する。 

ア ザ ミ ウ

マ類 

全 域 

 

 

－ 平年並 

 

 

巡回調査における発生は確認されな

かった（－）が、天候予報（仙台管区

気象台 6 月 20 日発表）によると、向こ

う１か月の期間は、気温が高くなると

予測されている（＋）。 

ほ場への侵入を防ぐため開

口部を防虫ネットで被覆す

る。 

ほ場をよく観察し、発生初

期から防除を徹底する。 

ハ モ グ リ

バエ類 

全 域 － 平年並 

 

巡回調査における発生は確認されな

かった（－）が、天候予報によると、

向こう１か月の期間は、気温が高くな

ると予測されている（＋）。 

まん延すると防除が困難と

なるので、発生初期から防除

を実施する。 

夏秋キュ

ウリ（露

地栽培） 

ベと病 全 域 － 平年並 発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

 多湿条件が続くと発病しや

すくなるので、発生初期から

防除を実施する。 

う ど ん こ

病 

全 域 － 平年並 発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

 まん延すると防除が困難と

なるので、発生初期から防除

を実施する。 

炭疽病 全 域 － 平年並 発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

 発病葉は摘除し、発生初期

から防除を実施する。 

 排水対策の徹底、加湿防止、

資材の消毒に努める。 

ア ブ ラ ム

シ類 

全 域 － 平年並 発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

 ほ場をよく観察し、発生が

多い場合は、速やかに防除を

実施する。 

ハダニ類 全 域 － やや多い 発生ほ場割合は平年並であった（±）

が、巡回調査では一部多発生のほ場が

確認されている。また、天候予報によ

ると、向こう１か月の期間は、気温が

高くなると予測されている（＋）。 

低密度時から防除を徹底す

る。 

薬剤抵抗性の発達が懸念さ

れるため、薬剤の選択に注意

する。  

 

キク（露

地栽培） 

 

 

 

 

 

 

白さび病 全 域 

 

 

 

－ 平年並 発生ほ場割合は平年並であった

（±）。 

多湿条件が続くと発病しや

すくなるので、予防散布に努

める。 

品種により発病に差がある

ので、発病しやすい品種では

防除を徹底する。 



キク（露

地栽培） 

 

ア ブ ラ ム

シ類 

全 域 － やや多い 発生ほ場割合は平年並であった（±）

が、天候予報によると、向こう１か月

の期間は、気温が高くなると予測され

ている（＋）。 

ほ場をよく観察し、発生が

多い場合は、速やかに防除を

実施する。 

ハダニ類 全 域 

 

 

 

－ やや多い 発生ほ場割合は平年並であった（±）

が、天候予報によると、向こう１か月

の期間は、気温が高くなると予測され

ている（＋）。 

低密度時から防除を実施す

る。薬剤抵抗性の発達が懸念

されるため、薬剤の選択に注

意する。 

ア ザ ミ ウ

マ類 

全 域 

 

－ やや多い 発生ほ場割合は平年並であった（±）

が、天候予報によると、向こう１か月

の期間は、気温が高くなると予測され

ている（＋）。 

ほ場をよく観察し、低密度

時から防除を徹底する。 

ハ モ グ リ

バエ類 

全 域 － やや少ない 発生ほ場割合は平年よりやや低かっ

た（－）。 

中位葉以上での発生に注意

し、低密度時から防除を徹底

する。 

リンドウ 

※過去７

年間の平

均値と比

較 

葉枯病 全 域 - やや多い 発生ほ場割合は例年よりやや高く、

巡回調査では上位葉への発病も確認さ

れている（＋）。 

多湿条件で発生が多くなる

ので、予防散布に努める。 

ハダニ類 全 域 － 例年並 発生ほ場割合は例年よりやや低かっ

た（－）が、天候予報によると、向こ

う１か月の期間は、気温が高くなると

予測されている（＋）。 

ほ場をよく観察し、低密度

時から防除を実施する。 

リ ン ド ウ

ホ ソ ハ マ

キ 

全 域 やや早い 例年並 発生ほ場割合は例年並（±）であっ

たが、芯折れ等の被害が例年よりやや

早く確認されている（＋）。 

ほ場をよく観察し、防除を

徹底する。 

 

野菜・花

き共通 

タ バ コ ガ

類 

全 域 早い やや多い 発生ほ場割合は平年並であった（±）

が、フェロモントラップのデータによ

ると、平年に比べて誘殺時期が早まっ

ており、今後誘殺数がやや多くなると

予想されている（＋）。 

生長点付近をよく観察し、

寄生や被害が見られた場合

は、速やかに防除を行う。 

注）予報の根拠の中で（＋）は多発要因、（－）は少発要因、（±）は平年並要因であることを示す。 

 

〇注意が必要な病害虫 

夏秋トマ

ト（被覆

栽培） 

■アザミウマ類 

 アザミウマ類による葉や花への寄生が、例年多く確認されています。春から秋にかけて周辺の雑草地等で増殖し、

常時成虫の飛び込みがあること、生育過程で植物組織中の卵や土中の蛹など薬剤がかかりにくいステージがあるこ

とから薬剤のみの防除では十分な効果が得られない場合があります。耕種的防除、物理的防除等も取り入れた総合

的な防除を行う必要があります。アザミウマ類の果実被害では、大玉トマトでは果実に白ぶくれ症状を起こし、ミ

ニトマトでは、金粉症状を起こす等、商品価値を大きく失います。ミカンキイロアザミウマは、TSWV 等のウイルス

を媒介するため注意が必要です。 

 

より詳しい発生状況や防除対策は、 

福島県病害虫防除所ホームページhttps://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/37200b/をご覧ください。  

お問い合わせはTEL:024-958-1709、FAX:024-958-1727またはe-mail:yosatsu@pref.fukushima.lg.jpへお願いします。  

 

 ◆福島県では６月１０日から９月１０日まで令和６年度農薬危害防止運動を実施します◆ 

農薬を使用する際は、ラベルをよく読んで正しく使用しましょう。 


